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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　河川の沖積作用によって形成され，常に破壊，生成を繰り返している河床堆積物の上に生育する
植物群は，極相に代表される安定した立地に生育する植物群とは，かなり異った種類相を示す，し
かも，河床に現出する複雑な立地には，それぞれに対応した多彩な植物群落が発達する（奥田，
1978).
　その中でもヤナギ科植物によって形成される群落は，東北，北海道地方の河辺に非常に広い面積
にわたって成立している（香川, 1939 ；舘脇, 1948 ；井上・谷口, 1955 ； 大場, 1972 ；伊藤, 1975
；石川・内藤・飯泉, 1977).
　ヤナギ類は先駆植物として知られ，大きな散布力や，高い発芽率（野原, 1913),初期生長のは
やさ（石川他, 1977),長期の湛水に対する実生の抵抗力(Hosner, 1958, 1960)などの特性を持
っており，河原の裸地にいちはやく侵入，定着し，群落を発達させる，しかし，本邦の河川全体あ
るいは，１本の河川の上流から下流まで通してみた場合，各種ヤナギ林の配列，その立地の違い
は，まだ充分検討されているとは言えない．
　奥田(1978)は，関東地方の河辺に生育するヤナギ林について，タチヤナギ群集，コゴメヤナギ
群集など５群集を記載し，それぞれの群集について，種組成，立地の違い等を検討し，それらの間
にかなりの相違があることを報告している．
　一方，北海道地方の河辺に発達するヤナギ林に関しては，舘脇(1948)のケショウヤナギ林の分
布に関する報告があるほか，谷口・井上(1955)の石狩川上流における報告，伊藤(1975)の十勝
川上流域における調査報告などかおる．これらはいずれも中流域から上流域に発達するヤナギ林を
扱ったもので，下流域のヤナギ林に関する報告はほとんどない．
　そこで筆者は，種類数，量ともに本邦でもっともヤナギ類の多い北海道地方の河川を対象に，上
流から下流まで通して，種々のヤナギ林の調査を行った．これらの資料をもとに，各種ヤナギ林に
ついてその種組成，立地との関係を検討した結果，二・三の知見を得たので報告する．
　なお，現地調査にあたって便宜をはかって頂いた，北海道大学の伊藤浩司先生，同大学植物園の
辻井達一先生，ならびに帯広畜産大学の紺野康夫先生におﾈL申し上げます．また，東北大学名誉教
授の木村有香先生にはヤナギ類の同定をして頂きました．厚く感謝の意を表します，
　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地および調査方法
　石狩川，十勝川，釧路川，湧別川，天塩川において調査を行ったが，主に調査対象としたのは，
石狩川，十勝川の２河川である．調査地点は，図１に黒丸で示した．
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Fig. 1 Map showing the localities ihvesngated
　各調査河川において，各種ヤナギ林のいろいろな発達段階の林分について植生調査を行った．出
現種の優占度と，群度の測定には, Braun-Blanquet (1964)の測度を使用した．これをもとに群落
組成表を作成した．その際，ヤナギ類とそれ以外の種とを分けて考えた．まず，各種ヤナギ林の分
布について，それらが主に成立している流域の河床勾配を検討した(Ishikawa, 1979).表１のヤ
ナギ類は，その値の小さい種が上，大きい種が下になるように配列し，林を構成するヤナギ類の組
成がわかりやすいように，図の中央にまとめた，その後，各種ヤナギ林と，ヤナギ類以外の種群と
の対応関係を検討した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　結　果
　各調査河川において，上流から下流までの河辺植生を観察した結果，各種ヤナギ林が主に分布し
ている流域の河床勾配は次のとおりであった。
　タチヤナギ林;o.O5～1‰，エソノカワヤナギ林;｡0.05～5‰，オノエヤナギ林; 0.05～20‰，
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ヱソノギヌヤナギ林；0.05～20‰，ヱソヤナギ林丿～20‰，ネふヤナギ林；4～10‰，ケショウ
ヤナギ林；2～151‰，オオバヤナギ林；4～25%o,ドロノキ林；5～25‰．
　これらの数値に･もとづいで,’表１では，ヤナギ類をタチヤナギ，エソノカワヤナギ，オノエヤナ
ギ，£ソノキヌヤナギ，ヱソヤナギ，　ネコヤナギ，ケショーウヤナギ.　オオバヤナギ，ドロノ半の順
に上から下に配列した
　タチヤナギ林，エソノカワヤナギ林は下流域に分布の中心があり，オノエヤナギ林，エソノキヌ
ヤナギ林は，下流から上流まで広い分布域をもち，エソヤナギ林，ネコヤナギ林，ケショウヤナギ
林は，中流～上流部に分布の中心をもつ．オ才バヤナギ林，ドロノキ林は上流部に多く見られる．
とれらのヤナギ林は純林ぽかりでなくj　しぱしぱ混生する．
　表１から，各ヤナギ林は，ヤナギ類以外の構成種によって大きく４つのTypeに分けられる．
それぞれのでｙpeのヤナギ林の特徴およびそれらのスタンドか存在する流域，立地環境は次のと
おりである.
　Type　ｌ : 久ギナ，ミソソベ　ｊシ，セリ，シI=jネ，こ］ジロネ，ミズパシうウなどの種群ａで特
徴づけられる．タチヤナギ林，エソノカワヤナギ林は，ずべでこのＴy帥に含まれ，オノエヤナ
ギ，エソノギスヤナギを主要構成種とし，タチヤナギ，エソノカワヤナギを混生する林分もこの
Ｔyμに含まれる，石狩川でこのTypeの林が見られるのはj滝川付近より下流で，河床堆積物は
砂質から泥質になり，川のまわりには平野がひらけ，河道は自由蛇行するようになる．河川改修に
ようｔ切り離された蛇行流路は，三ヶ月湖としで，いだるところに見られ，その湖のまわりにもこ
のTypeの林が発達している．十勝川では帯広付近より下流側で，河川敷には牧場が広い面積にわ
たうて造成されているが，ととろどごろにこのTypeの林が残存しでいる．最下流部は大きな湿地
帯となうており，ハンノキ林やヨシ群落が広大な面積を占めているが，このTypeのヤナギ林は，
河道縁辺に細長く，かなりめ面積にわたって成立している．釧路川も下流部に広大な湿原をもつ
が，このTypeのヤナギ林は，十勝川下流域と同じような立地を占める．ただし，タチヤナギ，ヱ
ソノカウヤヂギは少なく，オノエヤナギ，ヱソノキヌヤナギが主要構成種となる，湧別川は平野を
流れる部分が短く，２～３ ｋｍほどであるが，最下流部にとのTypeの林を小面積ながら認める
ことができる．いずれも堆積物は，シルト，粘土を多く含み，多湿である.
　･Type Ｈ : アレチマツヨイグサ，コウゾリナ，エソノコンギク，ミヤマハンノキ，カワラ/＼/'＼
コ，オトコエシ，ツルヨシなどの種群ｂで特徴づけられる．このTypeの林を構成するヤナギ類
は，エソヤナギ，ネコヤナギ，ケショウヤナギ，オオバヤナギで，その他Type lにも多く出現す
る，オノエヤ･ナギ，エソノキヌヤナギも目立つ．ドロノキは少なく，タチヤナギ，エソノカワヤナ
ギはほとんど認められない．林の発達段階をみると. Type n に含まれるスタンドは，高木林にま
で発達した林は少なく，オオバヤナギ林の１～之の例外を除けば，高いものでも樹高10mに満たな
い．ヱソヤヂギ，ネｊヤナギ，ケジ自ウヤナギの低木林から亜高木林までの各発達段階の林分は，
ほぽ巴のＴy鴎に包合きれ，発達段階め違いによる，より細かい種組成の差は認められない．
　こめtypeめ林は，中流域から上流域にかけての砂課質の河床に発達する．
　ケショウヤナギは，北海道では十勝地方にしか分布が知られておらず（舘脇, 1948),今回の調
査河川の中では十勝川流域に限られる．ケシ自ウヤナギ林は，十勝川では，帯広より上流側屈足付
近までの流域と，支流の札内川，戸蔦別川に非常に広い面積にわたうて成立しており，エソヤナギ
林，泳才バヤナギ林を庄倒しでいる．ケショウヤナギか分布していない石狩川，湧別川では，エソ
ヤナギ林，オオバヤナギ林が広い面積を占めている．釧路川にはエソヤナギは非常に少なく，中流
域めヤナギ林を構成するヤナギ類は，オノエヤナギ，ヱソノキヌヤナギ，牙者バヤナギ，ネコヤナ
ギなどである.
　type in：ケジｊウヤナギの高木林，あるいは，ケショウヤナギとオオバヤナギが混生した高木
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林がこのTypeに含まれる．トクサ，ウド，アキノキリンソウ，ムカゴイラクサ，･カラマツソウな
どの種群ｄが，このTypeだけに高頻度で出現する．しかし. Type ｎ.に共通してみられる，エソ
ノ゜ンギク，ミヤマハンノキ，オニッルウメモド牛なども出現する一方,･Type IV に結びついてく
る，ヤチダモ，コンロンソウ，ヨブスマソウ，エソト肌カブト，ハルニレ，ヤマブドウ，ハンゴン
ソウ，ノリウッギなどの種群ｃも高頻度で出穏する．このようにTypeⅢは, Type ｎと, Type
Ⅳとの中間的な種組成をもっている．
　ケショウヤナギの高木林は，樹高15～16mであり，樹高25～30mに達するオオバヤナギードロ
ノキ科(Type IV に属する）に比べ，林齢はかなり若い．
　Type Ｈ とType HIに属するヤナギ林の分布する流域は，ともに中流から上流にかけての砂凛
質の河床堆積物をもった，砂牒流送河川であり，特に，札内川，戸蔦別川流域には，大きな扇状地
が発達している（松井他, 1978).扇状地を流れる河川は，河道が網目状に分流し，洪水があるご
とに河道が変化し，堆積物の移動が激しい(Miall, 1977). Cのような流域の河床は. Type l や
Type IV のヤナギ林が発達している流域の河床と比較しても，そこに生育している植物にとって，
非常に変勁の激しい不安定な立地である.
　Type IV : オオバヤナギードロノキ高木林がこのTypeに属する／前述‘のように，このTypeに
はType ｍ と共通して，種群ｃが出現するが，種群b＼は出現せず. Type Ｈ とは種組成に大きな
差異かある．このTypeに特徴的に出現するのは，エゾマツ，クマイザサ，フッキソウ，ゴトウヅ
ル，オシダ，シナノ牛などの種群ｅで，これらの種の多くは，この地方の極相林，あるいは河辺以
外の立地にその主な生活域をもっているものである．
　このような種組成をもち，樹高25～30mにも達する非常によく発達したオオバヤナギードロノキ
高木林は，石狩川，十勝川の上流部に残存している（谷口・井上, 1955；伊藤. 1975).それらの
流域は，扇状地の上部から山間部に位置し，両岸は谷壁斜面あるいは河岸段丘に接し，河床幅は，
Type ｎ やTypeⅢのスタンドが存在する流域より狭くなり，河道もこれら流域に見られるよう
な，顕著な網状流路の形態を示さなくなる．これより上流側しは，谷壁が直接河道に接するようにな
り，氾濫原は狭く，植生は貧弱になる．
　このTypeの流域の河床堆積物は. Type ｎ， TypeⅢの流域とほぽ同じ粒径組成をしている
が，磯はやや大きい傾向がある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察
　以上結果で述べてｰきたように，北海道地方の河辺に成立するヤナギ林は，ヤナギ科植物以外の種
組成を検討した結果，大きく４つのTypeのスタンド群に分けること･ができた．その４つのType
に属するヤナギ林を比較検討した結果，ヤナギ類の種組成あるいは群落の発達段階に明瞭な差異が
認められた．これら結果の意味するところをさらに明らかにするために，種群ａ～ｅと. Type l
－IVに属する各種ヤナギ林，さらに，それらヤナギ林の立地との関係を検討してみると次のような
ことがいえる，
　Type l　とType Ｈ の間には，林を形成するヤナギの種類の違いはもとより，ヤナギ以外の構
成種にも大きな差異が認められる，
　Type n とType IVを比較すると，ヽType Ｈ の林を形成するヤナギ類には，オノエヤナギ，エ
ソノキヌヤナギ，エソヤナギ，ネコヤナギ，ケショウヤナギ，オオバヤナギ，ドロノキがあるが，
特に，エソヤナギ，ネコヤナギ，ケショウヤナギ，オオバヤナギが優占する1群落が多い．一方，
TypelVに含まれるスタンドは，すべてオオバヤナギとドロノキのよく発達した林で，両種はしば
しば混生し，オノエヤナギ，エソノキヌヤナギ，ケヤマハンノキを伴なう,が，エソヤナギ,･ケショ
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ウヤナギ，ネコヤナギは出現しない．
　このように. Type Ｈ とType ･Ⅳとの質的差異は，種組成での違いは認められるものの，林を
形成するヤナギ類の重複の程度から考えると. Type l　とType ｎ との間にみられる質的差異よ
りも小さいと思われる．堆積物をみても。Type l では，シルト，粘土が厚く. Type Ｈ， Type
Ⅳでは，礦の間に粗砂，中砂がmatrixとして空間をうめている状態である.
　TypeⅢは. Type Ｈ とType IV との中間的な種組成を示している. Type ｎ とType ｍ の
種組成の違いは，東北地方の江合川で香川(1939)が報告しているように，群落の発達に伴なう立
地の安定化が，土壌の発達を促進し，林冠が次第に密閉するにしたがって，林内環境がより暗く湿
潤に変化していくために，乾燥に強い種や光要求度の高い種に代り，陰湿な環境を好む種が増加し
た結果であると考えられる．同様の結果を，筆者ら(1975)も東北地方の河辺に発達するシロヤナ
ギ林において観察している.
　Type IV は，磯質な河床に成立するヤナギ林が一つの極限に近い状態に発達したものと考えられ゛
る．しかし, TypeⅣのスタンドはType Ｈ， Type ｍ のスタンドよりもさらに上流に位置し，
山間部に近く，谷壁が迫っているため,･河水の沖積作用による堆積物のほかに，谷壁斜面からの土
壌,‘有機物などの物質の供給を考慮する必要があるだろう．さらに，このオオバヤナギードロノキ
林が，樹高25～30mにまで発達しえたのは，人の手による伐採から免れえたということだけでな
く，その立地が形成され，破壊されるまでのインターバルが. Type ｎ， TypeⅢよりも長いため
と考えられる．すなわち，立地の安定性がより高い流域だと考えることもできよう．
　以上のことを考えあわせると, Type ｎ とType IV の種組成の違いは，単に林の発達がもたら
した違いだけでなく，その林の立地としての流域の性格の差と考えることができる．
　これからさらに，北海道全域の各種ヤナギ林について，きめ細かな調査が行われ，多くの調査資
料が検討さ.れるならば，さらに数多くの群落タイプに細分することは可能であろう．しかし，植物
の立地としての河床を上流から下流まで通した一本の河川の中の位置づけを通して考えるならば，
北海道地方の河川では，まず３つの大きな質的差異をもった流域が存在するという認識ができると
思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要　≒
　１．北海道地方の石狩川，十勝川，釧路川，湧別川，天塩川で，河床に発達するヤナギ林の植生
調査を行った.
　゛2jヤナギ類を除いた種組成により，４つの群落タイプが認識された．
　３．それぞれのタイプは，ヤナギ林の種類の違い，さらにそのヤナギ林が主に分布する流域の違
いをよく反映していたＬ
　４．それぞれのタイプのヤナギ林は次のとおりである. Type l : ミゾソバ，ヨシ，セリ，シロ
ネなどで特徴づけられる，タチヤナギ林，エソノカワヤナギ林で，下流部の泥質の河床に分布の中
心をもつ. Type ･Ｈ：アレチマツヨイグサ，コウゾリナ，ツルヨシなどで特徴づけられる．エソヤ
ナギ，ネコヤナギ，ケショウヤナギなどの低木林，亜高木林で，中流域から上流域の砂牒質の河床
に分布の中心をもっ. TypeⅢ:ケショウヤナギの高木林で. Type ｎ とTypeⅣの中間的な種
組成をもち, Type ｎ とほぽ同じ流域に分布する. TypeⅣ:エゾマツ，クマイザサ，フッキソウ
などで特徴づけられる，樹高25～30mに達するオオバヤナキードロノキ高木林で，山間部に近い上
流域に分布する．
　５．以上のことから，北海道地方の河川では，植物の立地として，３つの大きな質的差異をもっ
た流域が存在すると考えられた．
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　In 1976, 1978 and 1979, the author investigated the willow forests developed on the flood･
plain in the Hokkaido district, and four community types were identified by the floristic
compositions. Each community type　including some willow forests is found in the dぼerent
de positional environment, respectively, although the'habitat condition of Type ｌ and Type n
are more likely. The forest and/or the scrub of each type are characterized by the occurrence
of some species as follows.
　Type l :the Sailエｓｕb／ｒagilｔｓ ａｎｄ the Saliｘ　mi:ｙａｈｅａｎａ forests or scrubs accompanied with
　　　　　　　　Pol:ｙｇｏｎｕｎｔ ｔｈｕｎｂｅｒgiｔ Ｐｈｒａｇｍｉtｅｓ ｃ。ｍｍｌ。liｓ，　Ｏｅｎａｎthe jaｖａｎｉｃａ, Ｌｙｃｏｐｕi Iｔicidｕｓ
　　　　　　　　etc.
　Type n : the 5?ｉエｒｏｒｉｄａ，tｈｅ ＳｄｉエｇｒaciliｓりＬａ ａｎｄ the Ｃｈｏｓｅｎｉａ ａｒbｕｔifoliascrubs or tall
　　　　　　　　scrubs accompanied with Ｏｅｎｏtheｒa btｅｎｎｉｓ, 　Ｐｉｃｒtｓ hieｒａｃｉｏｉｄｅｓ ｖａｒ. glabｒｅｓｃｅｎｓ.
　　　　　　　　Phｒａｇｍｉtｅｓ ｊａｐｏｎｉｃａ ｅtＣ.
　TypeⅢ:the Ｃｈｏｓｅｎｉａ ａｒbｕlifolia forest accompanied with Eｑｕiｓｅtｕ。l jl:ｙｅｍａｌｅ，Ａｒalia ｃｏｒｄａtａ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊＳｏｌｉｄａｓ。ｖiｒｇａ-aur。ａ ｖａて，ａｓiatｉｃａ etc.
　Type IV こthe "Ｔｏｉｓｕｓｕ ｕｒｂａｎｉａｎａ　ａnd the Ｐｏｐｕlｕｓ　ｍａエｉｍｏtｕicｚii forests taller than 25 m in
　　　　　　　　height accompanied with Pi ｃｅａ ｉｅｚｏｅｎｓiｓ, Ｓａｓａ ｓｅｎａｎｅｎｓiｓ, 　Ｐａｃｈｙｓａｎｄｒａ tｅｒminaliｓ
　　　　　　　　etc.
　The Ｓａｌｉｘ ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ and the S?iｘ　ｐｅt-ｓｕｓii loてｅｓtｓ ｏｒ ｓｃｒｕbｓ ｏｃｃｕｒ m a11 りｐｅ５･
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